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◆ 2022年度の「気になるポイント」解説
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◆いわゆる「メディア授業60単位上限」

◆著作物利用（復習）

◆オンライン授業入室トラブル連絡体制
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◆文科省用語
◆面接授業（通称：対面授業）

◆メディア授業（通称：オンライン授業）

◆いわゆる「60単位上限」=「学部卒業にカ
ウントできるメディア授業は60単位まで」
という制限

◆注1: 2020, 2021は特例として制限がなかった

◆注2:ちなみに大学院にはこのような制限はない
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どの授業が「面接（メディア）授業」扱いなのか、その明確化が重要



◆ UTAS（後述）シラバスの記入欄に「授業
実施形態」が新設された

◆選択肢#1, #2が面接授業、

◆ #3-#5がメディア授業
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詳しい説明



◆ 「面接授業」の定義（※）
◆ （当該科目を履修している）全ての学生に

◆ 総授業時間数の半分以上について

◆ 対面で受講する機会を設けている

◆ いわゆるハイフレックス（先生が教室、学生
は自由）は面接授業の定義を満たす

◆ UTASの選択肢#2の文言がやや曖昧だが
◆ 「対面・オンライン併用型A（総時間数の半数以
上を対面で実施）」

◆ 「選択肢#1または#2は（※）」を守って下さい
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◆文科省線引きの原典
◆学事日程等の取扱い及び遠隔授業の活用に係
る Q＆A等の送付について（令和 3 年 5 月 14 
日時点）特に問8, 9, 10あたりを参照

◆東京大学運用の原典 対面とオンラインを併用した授業実施

形態にかかる取扱いの判断基準等について（東京大学教育運営委員会学
部・大学院教育部会教育システム整備検討ワーキンググループ）

◆ UTAS→シラバス→授業形態→授業実施形態
の判断基準についてを参照

◆ 卒業に必要な単位数など
◆ 大学設置基準
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https://www.mext.go.jp/content/20210514-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://utas.adm.u-tokyo.ac.jp/
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=331M50000080028


◆いわゆる「メディア授業60単位上限」
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◆オンライン授業入室トラブル連絡体制
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◆授業の過程で利用する場合には

◆必要と認められる限度において

◆著作権者の利益を不当に害さない範囲で

（利用許諾を取ることなく）利用可能

◆教室内、オンライン授業、オンデマンド配信、
ネット配布される資料などでの利用が可能
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◆ 基本：著作物利用には利用許諾を取ればよい

◆ 授業における利用（著作権法35条）

◆ …必要と認められる限度において…複製…公衆送信... で
きる（利用許諾不要）

◆ 公衆送信…には…補償金を…支払わなければならない

◆ 授業目的公衆送信補償金制度

◆ 公衆送信に対する利用許諾を、補償金を一括して支払
うことで不要とした

◆ 2020/4/28 から施行

◆ 補償金は大学が一括支払（教員の手続き不要）
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オンデマンドや資料
のネットでの配布



◆ 授業における利用の解説・原典

◆ 改正著作権法第３５条運用指針（令和3年度版）

◆ 著作権法

◆ 補償金制度について

◆ 授業目的公衆送信補償金管理協会（SARTRAS）

◆ FAQ

◆ 本学での著作物利用に関する説明会（2020年5月）
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https://forum.sartras.or.jp/info/005/
https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=345AC0000000048
https://sartras.or.jp/
https://sartras.or.jp/faqs/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/events/2020-05-08/


◆いわゆる「メディア授業60単位上限」

◆著作物利用（復習）

◆オンライン授業入室トラブル連絡体制

2022/3/16 2022 Sセメスタ説明会 https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/ 13



◆ いろいろな理由で「授業に入れない事件」は
発生します
◆ 原因は様々; 学生、先生、システム…

◆ トラブルゼロにはできませんので、事後フォロー
でお願いします

◆ 学生にはオンライン授業への入室方法ページ
で対処法と、入れない、事務、先生の連絡先
もわからない時のフォームを案内しています

◆ 次ページの連絡網・体制でやっていますので
先生、学科・専攻事務のご協力お願いします
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/oc/join
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeYMeqsVKfvc_THs_frehBaPoslYQfIKtE-fyIsfTDuazhkjQ/viewform
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A学科事務 B学科事務 C学科事務 …    X学科事務

uteleconで原因調査・解決する場合もあります
ミスは誰にでもあります

utelecon

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeYMeqsVKfvc_THs_frehBaPoslYQfIKtE-fyIsfTDuazhkjQ/viewform

